
農業特許・注目技術の目利き
農業経営に変革変革を起こす !?

２　
農
業
特
許
大
賞
の
発
表

⑴
　
大
賞
お
よ
び
表
彰
理
由

小
泉
製
麻
株
式
会
社
「
虫

フ
ラ
ッ
と
シ
ー
ト
・
虫
フ

ラ
ッ
と
ネ
ッ
ト
（
特
許
第6319853

号
）」（
本
誌
六
一
二
号
：
大
久
保
）

　

最
多
一
三
五
点
を
得
た
当
該
製
品

は
、
紫
外
線
を
背
に
飛
ぶ
と
い
う
虫

の
生
態
を
逆
手
に
取
り
、
虫
を
飛
行

錯
乱
さ
せ
落
下
さ
せ
る
、
拡
散
反
射

シ
ー
ト
お
よ
び
防
虫
ネ
ッ
ト
で
す
。

　

薬
剤
を
使
用
し
な
い
飛
行
錯
乱
と

い
う
切
口
や
、
拡
散
反
射
素
材
の
製

造
方
法
に
「
技
術
的
優
位
性
」
が
あ

り
（
虫
フ
ラ
ッ
と
ネ
ッ
ト
の
ほ
う
は

改
良
さ
れ
、
現
在
は
特
許
技
術
と
は

異
な
る
技
術
で
製
造
）、
害
虫
忌
避

や
収
量
増
（
紫
外
線
の
高
反
射
）、

遮
熱（
赤
外
線
の
高
反
射
）、抑
草（
高

遮
光
の
シ
ー
ト
）、
通
気
性
（
広
い

目
合
の
ネ
ッ
ト
）
に
と
ど
ま
ら
ず
、

干
し
場
や
体
験
農
場
で
の
利
用
、
作

業
着
へ
の
応
用
可
能
性
な
ど
の
「
展

開
し
や
す
さ
」が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

導
入
し
や
す
さ
に
つ
い
て
、
希
望

小
売
価
格
は
、
虫
フ
ラ
ッ
と
シ
ー
ト

が
税
込
三
三
〇
円
／
㎡
、
他
社
Ｕ
Ｖ

大賞

コメント

　
当
該
製
品
は
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
期
待
さ
れ
る
製
品
か

と
思
い
ま
す
。
害
虫
忌
避
、反
射
率
、

収
量
増
、
シ
ー
ト
の
遮
熱
の
デ
ー
タ

は
製
造
会
社
の
Ｈ
Ｐ
に
あ
り
ま
す

が
、ネ
ッ
ト
お
よ
び
シ
ー
ト
の
設
置・

未
設
置
・
他
製
品
と
の
、
温
度
や
防

虫
、通
気
性
、透
水
性
の
比
較
な
ど
、

現
地
確
認
や
も
う
少
し
詳
し
い
デ
ー

タ
が
な
い
と
農
家
へ
推
奨
し
か
ね
る

た
め
〝
期
待
〟
と
し
ま
し
た
。

〈
Ｊ
Ａ
営
農
指
導
員
（
福
島
県
）〉

コメント

　
当
該
製
品
は
初
め
て
拝
見
し

ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
は
、
大
き
い

目
合
を
選
択
し
て
も
微
細
害
虫
の
侵

入
を
阻
止
で
き
風
通
し
を
損
な
わ
な

い
、
あ
ん
ぽ
柿
（
干
柿
）
に
も
転
用

で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
良
い
製
品
だ
と
思
い
ま
す
。

⑶
　
開
発
企
業
の
声

コメント

　
こ
の
度
は
大
変
光
栄
な
賞
を

頂
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
弊
社
で
は
Ｉ
Ｐ
Ｍ

（
総
合
的
病
害
虫
管
理
）
に
向
け
た

新
し
い
資
材
の
開
発
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
今
回
取
り

上
げ
て
い
た
だ
い
た
拡
散
反
射
率
を

高
め
る
技
術
は
、
時
間
を
か
け
て
確

立
し
た
自
信
を
持
っ
て
ご
紹
介
で
き

る
技
術
で
す
。
記
事
の
中
で
紫
外
線

反
射
に
着
目
し
た
技
術
の
ユ
ニ
ー
ク

さ
な
ど
、
非
常
に
奥
深
い
所
ま
で
考

察
い
た
だ
け
た
こ
と
、
弊
社
一
同
大

変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

３　
こ
の
記
事
に
も
注
目
！

⑴
　
知
的
財
産
教
育
協
会
の
推
し
記
事

　

バ
ナ
メ
イ
エ
ビ
を
ほ
ぼ
淡
水
で
養

殖
で
き
る
発
明
の
記
事
（
本
誌
六
〇

五
号
：
浅
野
）
が
秀
逸
で
す
。
当
該

発
明
に
よ
る
世
界
の
環
境
負
荷
の
低

減
と
食
糧
問
題
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト

を
、
定
量
的
か
つ
非
専
門
家
に
も
伝

わ
る
よ
う
に
説
明
し
て
い
ま
す
。
エ

ビ
養
殖
の
環
境
問
題
の
理
由
と
大
き

さ
、
世
界
の
養
殖
規
模
と
成
長
性
、

生
産
性
向
上
の
観
点
か
ら
の
当
該
種

で
あ
る
意
味
ま
で
。
ア
グ
リ
技
術
の

評
価
と
し
て
、
生
産
者
や
消
費
者
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
だ
け
で
な
く
、

社
会
課
題
の
視
点
か
ら
捉
え
て
あ
る

こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。（
知
的
財

産
教
育
協
会
事
業
部
長
・
近
藤
泰
祐
）

⑵
　
本
誌
編
集
部
の
推
し
記
事

　

連
載
全
体
を
通
じ
て
、
特
許
分
析

に
よ
り
そ
の
技
術
分
野
に
お
け
る
当

該
製
品
の
位
置
づ
け
・
特
長
を
明
確

に
す
る
手
法
は
、
普
段
取
材
・
編
集

し
て
い
る
内
容
と
ま
っ
た
く
違
う
の

で
興
味
深
か
っ
た
で
す
。
特
に
農
業

用
ド
ロ
ー
ン
に
関
す
る
二
つ
の
記
事

（
本
誌
六
〇
三
号
・
六
〇
七
号
：
と

も
に
三
沢
）
は
、
ド
ロ
ー
ン
業
界
の

現
状
や
農
業
へ
の
応
用
事
例
が
説
明

さ
れ
て
お
り
、
農
業
の
未
来
を
感
じ

ま
し
た
。（
本
誌
編
集
部
・
松
倉
由
香
）

⑶
　
監
修
者
の
推
し
記
事

　

本
連
載
で
取
り
上
げ
た
す
べ
て
の

発
明
・
製
品
は
私
が
選
択
し
ま
し
た

が
、
そ
れ
を
ど
ん
な
切
口
で
伝
え
て

い
く
か
は
各
執
筆
者
に
委
ね
ま
し

た
。
農
業
以
外
の
異
業
種
連
携
に
よ

る
新
た
な
地
域
特
産
農
産
物
の
開
発

（
本
誌
六
〇
八
号
：
栗
岩
）
や
、
有

機
廃
棄
物
の
地
域
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス

テ
ム
の
構
築
（
本
誌
六
一
〇
号
：
田

中
）、バ
イ
オ
マ
ス
の
地
産
地
消
（
本

誌
六
一
三
号
：
後
藤
）、
温
暖
適
地

農
産
物
の
寒
冷
地
で
の
生
産
（
本
誌

六
一
五
号
：
中
谷
）
等
、
地
域
事
業

へ
の
可
能
性
に
言
及
し
て
い
る
記
事

に
注
目
で
す
。「
ス
マ
ー
ト
農
業
」

と
と
も
に
今
後
の
主
流
に
な
る
で

し
ょ
う
。�

（
あ
さ
の　

た
か
し
）

農業経営に変革変革を起こす !? 農業特許・農業特許・
注目技術注目技術のの目利き目利き

　

本
表
彰
を
通
じ
て
、
改
め
て
知
財

ア
ナ
リ
ス
ト
が
ど
ん
な
視
点
で
発

明
・
製
品
を
「
目
利
き
（
発
掘
お
よ

び
価
値
付
け
）」し
た
か
を
振
り
返
り
、

皆
様
の
今
後
の
農
業
経
営
に
お
役
立

て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

⑵
　
選
考
基
準
お
よ
び
審
査
員

　

本
連
載
で
取
り
上
げ
た
一
九
件
の

発
明
・
製
品
を
対
象
に
、
知
財
ア
ナ

リ
ス
ト
の
視
点
か
ら
選
考
し
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、
各
審
査
員
が
次

の
四
項
目
に
つ
い
て
各
五
点
（
計
二

〇
点
満
点
）
で
採
点
し
、
全
審
査
員

の
合
計
点
の
最
も
高
い
発
明
・
製
品

を
大
賞
に
選
出
し
ま
し
た
。

①
技
術
的
優
位
性
（
課
題
の
切
口
が

斬
新
、解
決
手
段
が
目
を
引
く
等
）

②
展
開
し
や
す
さ
（
新
た
な
使
用
方

法
・
転
用
・
組
合
せ
・
事
業
展
開

の
可
能
性
等
）

③
導
入
し
や
す
さ
（
費
用
、
技
術
習

得
、
導
入
実
績
等
）

④
審
査
員
独
自
の
視
点
か
ら
の
加
点

　

審
査
員
は
、
本
連
載
を
執
筆
し
た

知
財
ア
ナ
リ
ス
ト
の
、
浅
野
卓
、
石

丸
華
子
、
大
久
保
国
明
、
栗
岩
信
夫
、

後
藤
謙
治
、
田
中
良
恵
、
中
谷
明
浩
、

廣
瀬
浩
、
三
沢
岳
志
で
す
。

　連載　連載

監修・アグリ創研株式会社 代表取締役　浅野 卓

第
22
回
（
最
終
回
） 

農
業
特
許
表
彰

１　
表
彰
に
あ
た
っ
て

⑴
　
表
彰
の
趣
旨

　

本
連
載
は
二
〇
二
〇
年
四
月
に
開

始
し
ま
し
た
。
当
時
、
農
業
資
材
・

農
業
機
械
等
の
特
許
出
願
が
増
加

し
、
ま
た
、
異
業
種
メ
ー
カ
ー
が
新

規
参
入
す
る
一
方
で
、
社
会
的
変
革

を
起
こ
す
よ
う
な
面
白
い
発
明
・
製

品
が
埋
も
れ
、
こ
れ
ら
の
社
会
実
装

や
販
路
開
拓
が
進
ん
で
い
な
い
と
い

う
実
態
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
本
連
載
で
は
、
①
農
家

の
皆
様
が
製
品
を
選
択
・
導
入
す
る

際
の
視
点
の
提
供
、
②
Ｊ
Ａ
職
員
の

皆
様
が
農
家
を
支
援
・
助
言
す
る
際

の
技
術
動
向
情
報
の
提
供
、
③
開
発

企
業
が
製
品
の
価
値
を
農
家
に
伝
え

る
た
め
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
提
供
を

目
的
と
し
て
、延
べ
一
九
件
の
発
明
・

製
品
を
取
り
扱
い
ま
し
た
。
大
き
な

販
路
を
持
た
な
い
た
め
に
農
家
の
目

に
留
ま
り
づ
ら
い
、
研
究
機
関
や
新

規
参
入
企
業
の
発
明
・
製
品
を
で
き

る
だ
け
取
り
上
げ
た
の
も
特
徴
で
す
。

第22回

反
射
ネ
ッ
ト
が
税
込
二
二
〇
円
～
三

五
五
円
／
㎡
、
ま
た
、
虫
フ
ラ
ッ
と

ネ
ッ
ト
（
目
合
〇
・
六
ミ
リ
）
が
税

込
一
八
三
円
／
㎡
、
他
社
防
虫
ネ
ッ

ト
（
目
合
〇
・
六
ミ
リ
）
が
税
込
二

四
〇
円
～
三
〇
〇
円
／
㎡
で
し
た
。

引
張
強
さ
（
耐
久
性
）
も
、虫
フ
ラ
ッ

と
シ
ー
ト
が
耐
候
一
〇
〇
〇
時
間

（
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
照
射
）
で
八
四
％

以
上
、
虫
フ
ラ
ッ
と
ネ
ッ
ト
が
耐
候

八
五
〇
時
間
（
キ
セ
ノ
ン
照
射
）
で

八
一
％
を
保
持
し
て
い
ま
す
。

⑵
　
農
家
お
よ
び
Ｊ
Ａ
職
員
の
声

〈
東
京
の
ト
マ
ト
農
家
〉

コメント

　
シ
ー
ト
は
知
っ
て
い
ま
す

が
、
ネ
ッ
ト
の
発
売
は
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
ハ
ウ
ス
の
外
周
り
に

幅
一
メ
ー
ト
ル
の
み
シ
ー
ト
を
張
っ

て
三
年
目
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
害
が
ほ
ぼ
あ
り
ま

せ
ん
。肌
感
覚
で
し
か
な
い
で
す
が
、

確
か
に
虫
の
飛
び
込
み
は
や
や
少
な

く
な
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
土

埃
で
汚
れ
や
す
い
た
め
、
性
能
が
す

ぐ
に
下
が
る
の
で
、
テ
ン
ト
生
地
の

よ
う
に
防
汚
性
が
プ
ラ
ス
さ
れ
て
い

る
と
い
い
な
と
い
つ
も
思
い
ま
す
。

〈
Ｊ
Ａ
営
農
指
導
員
（
長
野
県
）〉

浅野 卓　�知的財産アナリスト（特許／コンテンツ）�
一級知的財産管理技能士（ブランド／特許／コンテンツ）

専門は知財戦略、ブランド戦略、事業モデル構築。アグリ創研株式会社代表取締役、浅野国際特許事務
所附属研究所副所長として、全国段階・地域の JA の顧問、農林水産省国立研究開発法人審議会専門委
員、特許庁地域団体商標普及啓発事業外部委員・座長、東京都立大学大学院兼任講師、６次産業化プラ
ンナー（中央）、知財経営モデル支援専門家（関東経済産業局）を務める。主著に『実践知的財産法』。

　

◀
表
彰
に
寄
せ
て
、
特
別
寄
稿
「
令
和
二
年
度
特
許
出
願
技
術
動
向
調
査　

ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て
」
を
お
届
け
し
ま
す
。
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農業特許・注目技術の目利き
農業経営に変革変革を起こす !?

出
願
し
た
「
特
許
出
願
の
ま
と
ま

り
」）
推
移
と
件
数
比
率
を
示
し
ま

す
。
最
も
多
い
の
は
中
国
籍
の
七
六

二
六
件
で
、
全
体
の
五
二
・
七
％
を

占
め
て
お
り
、
次
い
で
、
日
本
国
籍

が
二
一
九
五
件
（
一
五
・
二
％
）、

米
国
籍
が
一
八
二
四
件
（
一
二
・

六
％
）、
欧
州
国
籍
が
一
二
八
〇
件

（
八
・
八
％
）
と
続
き
ま
す
。
中
国

籍
出
願
人
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
件
数
の
近

年
の
伸
び
は
顕
著
で
す
が
、
日
本
国

籍
出
願
人
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
件
数
も
近

年
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

⑵
　
出
願
先
国
・
地
域
別

－

出
願
人

国
籍
・
地
域
別
の
出
願
動
向

　

図
表
３
に
、
出
願
先
国
・
地
域
別

-

自
国
・
地
域
へ
の
出
願
割
合
を
示

し
ま
す
。
自
国
・
地
域
を
主
要
な
出

願
先
と
す
る
国
・
地
域
が
多
く
、
特

に
中
国
籍
、
韓
国
籍
出
願
人
は
自
国

へ
の
出
願
が
、
そ
れ
ぞ
れ
九
九
％
、

九
五
％
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
日
本
国
籍
出
願
人
の
自
国
へ
の

出
願
割
合
は
六
八
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

⑶
　
出
願
人
別
フ
ァ
ミ
リ
ー
件
数
上

位
ラ
ン
キ
ン
グ

　

出
願
人
別
フ
ァ
ミ
リ
ー
件
数
上
位

生
育
管
理
、
収
穫
、

ポ
ス
ト
ハ
ー
ベ
ス
ト

等
の
農
作
業
が
行
わ

れ
、
各
段
階
で
セ
ン

シ
ン
グ
技
術
に
よ
り

収
集
さ
れ
た
各
種
情

報
は
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

と
し
て
サ
イ
バ
ー
空

間
に
お
け
る
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
通
し

て
共
有
さ
れ
、
Ａ
Ｉ

等
の
最
新
の
技
術
を

駆
使
し
て
解
析
さ
れ

る
こ
と
で
、
よ
り
生

産
性
が
高
く
、
付
加

価
値
の
高
い
農
業
生

産
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

本
調
査
で
は
こ
れ
ら
を
六
つ
の
レ

イ
ヤ
ー
に
分
け
、
調
査
・
分
析
を
行

い
ま
し
た
。

２　
特
許
出
願
動
向

⑴
　
出
願
人
国
籍
・
地
域
別
の
出
願

動
向

　

図
表
２
に
、
出
願
人
国
籍
・
地
域

別
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
件
数
（
同
じ
発
明

を
複
数
の
国
へ
特
許
出
願
す
る
場

合
、
各
国
（
自
国
も
含
む
）
へ
特
許

ス
テ
ム
の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

本
調
査
で
は
、
特
許
文
献
等
を
調

査
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ス
マ
ー

ト
農
業
の
技
術
全
体
を
俯
瞰
し
、
技

術
競
争
の
状
況
を
把
握
し
つ
つ
今
後

の
展
望
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
し
ま

し
た
。

　

図
表
１
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
技

術
俯
瞰
図
で
す
。ス
マ
ー
ト
農
業
は
、

フ
ィ
ジ
カ
ル
空
間
を
構
成
す
る
圃
場

（
露
地
）や
施
設
に
お
い
て
、植
付
け
、

１　
は
じ
め
に

　

二
〇
一
六
年
一
月
に
第
五
期
科
学

技
術
基
本
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
、

そ
の
中
で
、
我
が
国
が
目
指
す
べ
き

未
来
社
会
の
姿
と
し
てSociety 

5.0

の
コ
ン
セ
プ
ト
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
ス
マ
ー
ト
農
業
は
、
農
業
・
食

品
分
野
に
お
け
る
こ
のSociety 

5.0

実
現
の
基
盤
と
し
て
重
要
な
シ

【表彰に寄せて・特別寄稿】

令和２年度
特許出願技術動向調査
スマート農業について

特許庁 審査第一部 自然資源特許庁 審査第一部 自然資源
特許庁 審査第一部 調整課 審査調査室特許庁 審査第一部 調整課 審査調査室

【図表１】スマート農業の技術俯瞰図

フ
ィ
ジ
カ
ル
空
間

（
Ａ
ｓ
ｓ
ｅ
ｔ
空
間
）

サ
イ
バ
ー
空
間

デ
ー
タ
を
活
用
し
た

農
業
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出

技術俯瞰図

ラ
ン
キ
ン
グ
を
、
前
半
（
二

〇
一
〇
～
二
〇
一
四
年
）
と

後
半
（
二
〇
一
五
～
二
〇
一

八
年
）
の
期
間
に
分
け
て
次

頁
図
表
４
に
示
し
ま
す
。
前

後
半
で
上
位
五
者
に
主
要
農

機
メ
ー
カ
ー
が
入
っ
て
い
る

点
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
後

半
で
は
、
デ
ー
タ
解
析
企
業

（G
row
 Solutions Tech

、

IBM

）
や
中
国
籍
の
出
願
人

が
上
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

⑷�

　
注
目
出
願
人
の
特
許
動

向
分
析
例
　
そ
の
１

　

特
許
出
願
件
数
が
多
い
出

願
人
に
加
え
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連

企
業
等
か
ら
選
定
し
た
出
願

人
を
注
目
出
願
人
と
し
て
、

注
目
出
願
人
に
よ
る
特
許
出

願
の
六
つ
の
レ
イ
ヤ
ー
別
比

率
を
比
較
し
ま
し
た
（
次
頁
図
表

５
）。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
サ
イ
バ
ー

空
間
に
軸
足
を
置
く
企
業
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ

関
連
企
業
、
農
薬
関
連
企
業
）
と
既

存
の
農
機
会
社
は
、
注
力
す
る
レ
イ

ヤ
ー
が
異
な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
ま
た
、
日
本
国
籍
の
注
目
出
願

人
に
よ
る
出
願
内
容
に
は
、
実
際
の

農
業
技
術
を
起
点
と
し
た
農
機
等
お

よ
び
デ
ー
タ
収
集
技
術
が
多
く
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

⑸
　
注
目
出
願
人
の
特
許
動
向
分
析

例
　
そ
の
２

　
「
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）」
が
付
与
さ

れ
た
特
許
の
出
願
傾
向
を
注
目
出
願

人
の
間
で
比
較
し
ま
し
た
（
四
三
頁

図
表
６
）。
サ
イ
バ
ー
空
間
に
軸
足

を
置
く
企
業
は
経
営
管
理
支
援
の

「
出
荷
・
販
売
予
測
」
に
関
す
る
特

許
出
願
が
多
い
こ
と
か
ら
、
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
使
っ
た
計
画
策
定
や

工
程
管
理
な
ど

の
営
農
管
理
に

注
力
し
て
い
る

こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。

⑹
　
日
本
お
よ
び
中
国
籍
出
願
人
の

特
許
の
比
較

　

分
類
付
与
項
目
の
階
層
の
内
、
区

分
３
「
車
両
型
ロ
ボ
ッ
ト
」
に
寄
与

し
て
い
る
区
分
４
に
付
与
さ
れ
る
項

目
の
数
を
平
均
化
し
、
調
査
国
間
で

比
較
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
（
四
三
頁

図
表
７
）、
中
国
籍
出
願
人
の
平
均

値
を
一
・
〇
と
し
た
場
合
、
日
本
国

籍
出
願
人
の
数
値
は
大
き
い
と
こ
ろ

で
一
・
八
を
示
し
、
中
国
籍
出
願
人

の
特
許
と
比
べ
て
、
車
両
型
ロ
ボ
ッ

ト
や
収
集
す
る
デ
ー
タ
の
種
類
が
具

体
的
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
示

唆
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

近
年
の
特
許
出
願
件
数
の
伸
び
が
顕

著
で
あ
る
中
国
に
対
し
て
も
、
フ
ィ

ジ
カ
ル
空
間
に
お
い
て
日
本
に
強
み

が
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

⑺
　
セ
ン
シ
ン
グ
技
術

　

デ
ー
タ
収
集
の
う
ち
作
物
情
報
に

着
目
す
る
こ
と
で
、
各
国
・
地
域
に

お
け
る
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
の
動
向
を

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
は
、「
味
」、

「
香
り
」、「
組
成
」
に
関
す
る
デ
ー

タ
を
多
く
集
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
日
本
は
農
作
物
の
成
分

測
定
に
代
表
さ
れ
る
セ
ン
シ
ン
グ
技

【図表２】出願人国籍・地域別のファミリー件数推移およびファミリー件数比率

【図表３】出願先国・地域別
－自国・地域への出願割合
出願人国籍 割合
中国 99%
韓国 95%
インド 74%
日本 68%

ＡＳＥＡＮ 64%
欧州 59%
米国 55%

オーストラリア 47%
カナダ 35%
イスラエル   5%

※出願先：日米欧中韓独仏
西蘭加以豪印 ASEAN、出願
年（優先権主張年）：2010-
2018 年

※出願先：日米欧中韓独仏西蘭加以豪印 ASEAN、出願年（優先権主張年）：2010-2018 年
（注１）2017 年以降はデータベース収録の遅れ、ＰＣＴ出願の各国移行のずれ等で、全データを反映していない可能性がある。
（注２）「ファミリー件数」とは、同じ発明を複数の国へ特許出願する場合、各国（自国も含む）へ特許出願した「特許出願のまと
まり」を「パテントファミリー」と呼び、このファミリーを１件とカウントした件数。
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術
に
強
く
、
高
付
加
価
値
化
に
つ
な

が
る
新
た
な
セ
ン
サ
の
開
発
等
に
よ

り
、
世
界
を
リ
ー
ド
で
き
る
可
能
性

が
示
唆
さ
れ
ま
す
。

３　
提
言
・
示
唆

　

こ
こ
ま
で
み
て
き
た
調
査
結
果
を

踏
ま
え
、
提
言
・
示
唆
を
ま
と
め
ま

し
た
。
次
に
概
要
を
示
し
ま
す
。

①
高
齢
者
や
新
規
就
農
者
を
含
む
す

べ
て
の
農
業
従
事
者
に
と
っ
て
魅

力
あ
る
、
儲
か
る
農
業
の
た
め
の

技
術
開
発
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

・
農
機
の
遠
隔
監
視
下
で
の
無
人
化

（
レ
ベ
ル
３
）
の
実
現
、
収
穫
用

ロ
ボ
ッ
ト
の
実
用
化
、
リ
モ
ー
ト

セ
ン
シ
ン
グ
の
技
術
開
発
強
化
等

に
よ
る
生
産
性
向
上
を
図
る
。

・
減
農
薬
、
良
食
味
等
に
よ
る
高
付

加
価
値
化
を
展
開
す
る
こ
と
で
、

収
益
の
確
保
や
労
働
時
間
の
削
減

な
ど
農
業
従
事
者
が
働
き
や
す
い

環
境
作
り
に
発
展
さ
せ
る
。

②
ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
現
に
向
け
て
、

Ｗ
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
の
仕
組
み
を
最
大
限

活
用
し
て
デ
ー
タ
の
収
集
、
共
有
、

活
用
を
広
く
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

・
デ
ー
タ
提
供
者
に
は
、
適
切
な
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
付
与
等
の
保
証
の

仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
で
、

デ
ー
タ
の
連
携
、
共
有
、
提
供
を

広
く
進
め
る
。

・
他
国
の
デ
ー
タ
連
携
基
盤
と
も
つ

な
が
る
仕
組
み
作
り
を
進
め
る
。

・
日
本
の
強
み
で
あ
る
「
農
機
、
ロ

ボ
ッ
ト
、
イ
ン
フ
ラ
」
か
ら
収
集

さ
れ
る
デ
ー
タ
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
、
主
導
権
を
確
立
で
き
る
仕

組
み
と
す
る
。

③
ス
マ
ー
ト
農
業
を
通
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
貢
献
す
べ
き
で
あ
る
。

・
化
学
肥
料
お
よ
び
農
薬
の
精
密
散

布
や
フ
ェ
ノ
ミ
ク
ス
を
利
用
し
た

窒
素
利
用
効
率
の
高
い
品
種
、
病

害
虫
に
強
い
品
種
の
育
成
を
通
じ

て
、
窒
素
体
や
農
薬
成
分
の
使
用

量
の
削
減
を
図
る
。

・
営
農
管
理
シ
ス
テ
ム
等
に
よ
る
効

率
的
な
食
品
や
農
作
物
の
流
通
、

農
機
の
自
動
化
や
電
動
化
に
よ

り
、Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
に
寄
与
す
る
。

④
我
が
国
の
強
み
を
活
か
し
て
「
つ

な
が
る
」
仕
組
み
を
活
用
し
た
海

外
展
開
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

・
日
本
の
環
境
と
共
通
点
が
多
い
ア

【図表４】出願人別ファミリー件数上位ランキング（全体）、期間別
全体

2010~2014 年 2015~2018 年

順位 出願人名称
ファミ
リー
件数

順位 出願人名称
ファミ
リー
件数

1 クボタ 135 1 クボタ 296
2 井関農機 128 2 井関農機 213
3 Deere（米国） 125 3 CNH（オランダ） 212
4 ヤンマー 97 4 Deere（米国） 208
5 CNH（オランダ） 84 5 ヤンマー 200
6 CLAAS（ドイツ） 65 6 深圳春沐源（中国） 98
7 AGCO（米国） 51 7 中国農業大学（中国） 97
8 Amazonen（ドイツ） 47 8 Climate（米国） 95
9 中国農業大学（中国） 46 9 CLAAS（ドイツ） 94
10 富士通 40 10 江蘇大学（中国） 90
11 北京農業信息技術研究中心（中国） 38 11 Amazonen（ドイツ） 74
12 江蘇大学（中国） 37 12 西北農林科技大学（中国） 73
13 三菱マヒンドラ農機 31 13 中国農業科学院 (CAAS)（中国） 71
13 ETRI（韓国） 31 14 中国科学院 (CAS)（中国） 57
15 パナソニック 29 15 Bosch（ドイツ） 52
16 Climate（米国） 27 16 三菱マヒンドラ農機 50
16 Trimble（米国） 27 17 山東農業大学（中国） 47
16 西北農林科技大学（中国） 27 18 ハルビン派騰農業科技（中国） 44
19 中国農業科学院 (CAAS)（中国） 25 19 華南農業大学（中国） 38
19 浙江大学（中国） 25 20 Grow Solutions Tech（米国） 35

20 IBM（米国） 35
20 浙江大学（中国） 35

※出願先：日米欧中韓独仏西蘭加以豪印 ASEAN、出願年（優先権主張年）：2010 ～ 2018 年

■１：管理最適化・新たなサービスの創出　■２：データ分析プラットフォーム　■３：
データベース　■４：通信手段　■５：データ収集　■６：農機、ロボット、インフラ
※レイヤーの 1＋ 2＋ 3の割合が多いものから順番に並べている。

【図表５】注目出願人による特許出願のレイヤー別比率

ジ
ア
へ
の
農
業
技
術
の
支
援
を
足

掛
か
り
に
海
外
展
開
を
推
進
す
る
。

・
米
欧
で
は
、
小
型
の
群
ロ
ボ
ッ
ト

導
入
に
関
心
が
高
く
、
果
樹
で
は

農
薬
散
布
な
ど
の
自
動
化
ニ
ー
ズ

が
高
い
こ
と
か
ら
、
日
本
の
中
小

型
の
自
動
運
転
農
機
は
米
欧
に
も

展
開
で
き
る
可
能
性
は
十
分
に
あ

る
。

・
海
外
展
開
に
あ
た
り
、
サ
イ
バ
ー

空
間
と
つ
な
が
る
仕
組
み
を
活
用

し
、
日
本
の
強
み
で
あ
る
フ
ィ
ジ

カ
ル
空
間
か
ら
収
集
さ
れ
る
デ
ー

タ
の
利
活
用
で
主
導
権
を
確
立
す

る
。

⑤
ス
マ
ー
ト
農
業
の
枠
組
み
を
な
す

サ
イ
バ
ー
・
フ
ィ
ジ
カ
ル
・
シ
ス

テ
ム
（
Ｃ
Ｐ
Ｓ
）
で
主
導
権
を
獲

得
す
る
た
め
の
知
財
戦
略
を
考
え

る
べ
き
で
あ
る
。

・
日
本
に
強
み
が
あ
る
フ
ィ
ジ
カ
ル

空
間
の
農
業
技
術
を
起
点
に
し
た

サ
イ
バ
ー
空
間
に
お
け
る
農
業
技

術
の
権
利
化
を
図
る
。

・
Ａ
Ｉ
や
画
像
診
断
技
術
な
ど
の
注

目
技
術
を
ス
マ
ー
ト
農
業
の
用
途

に
応
じ
て
使
い
分
け
、
独
自
の
ビ

ジ
ネ
ス
関
連
発
明
に
発
展
さ
せ
た

上
で
権
利
化
す
る
。

・
ス
マ
ー
ト
農
業
は
、
多
様
な
利
害

関
係
者
が
参
画
し
て
お
り
、
パ
テ

ン
ト
・
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
特
許
侵

害
訴
訟
、
ク
ロ
ス
ラ
イ
セ
ン
ス
に

よ
る
コ
ア
領
域
維
持
の
困
難
性
等

に
直
面
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
こ

ろ
、
先
行
技
術
調
査
や
ク
リ
ア
ラ

ン
ス
調
査
の
強
化
、
防
衛
的
パ
テ

ン
ト
プ
ー
ル
の
構
築
な
ど
を
視
野

に
入
れ
た
対
策
を
検
討
す
る
。

・
日
本
が
強
み
と
す
る
フ
ィ
ジ
カ
ル

空
間
の
農
業
技
術
を
起
点
に
収
集

さ
れ
た
農
業
デ
ー
タ
を
サ
イ
バ
ー

空
間
で
分
析
等
に
供
す
る
に
あ
た

り
、
デ
ー
タ
提
供
側
の
立
場
の
意

思
を
尊
重
し
た
デ
ー
タ
主
権
の
設

定
が
重
要
で
あ
る
。

【図表６】「ＡＩ（人工知能）」が付与された特許の出願傾向

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

日本 米国 ドイツ フランス スペイン オランダ 中国 韓国 イスラエル インド ASEAN 総計

【母集団：レイヤー６∔露地】データ情報種類

作業情報 作物情報 環境情報 機器情報 データ収集の時期

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

日本 米国 ドイツ フランス スペイン オランダ 中国 韓国 イスラエル インド ASEAN 総計

【母集団：レイヤー６＋露地】農機、ロボット、インフラ（種類）

車両型ロボット 定置型ロボット、機器 航空機・ドローン

【図表７】農機、ロボット、インフラ、およびデータ収集種類の分析
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